
 

 

 

  

生まれながらに才能のある者はそれを頼

んで鍛錬
たんれん

を怠る、うぬぼれる。 

しかし、生まれつきの才能がない者は何

とか技術を身につけようと日々努力する。

心構えがまるで違う。これが大事だ。 

織田信長 

                        

◆ 入試のしくみ 

 小中学生のみなさん、学校でも新学期を迎え気持ちを新たにしていることでしょうか。
具体的な目標を定め努力を始めた人もいれば、漠然

ばくぜん

と「そろそろ勉強がんばらないとい
けないなあ」と思っている人もいるでしょう。みなさんの中には意外と入試のことがわ
かっていない人もいるようなので、今回は入試のしくみについて書いてみます。 
★中学入試を考えている小学生たち、きみたちが受けようとしている中学入試はテスト当
日の点数だけで決まるサッパリしたものです。「こんなに勉強したから合格させてくださ
い」と情に訴えても点数が足りなければ合格できません。漢字一つ書けなかったために
不合格ということも当然あります。こういう入試に挑戦するのだということをもう一度
認識して日々の努力を積み重ねていきましょう！ 
★さて、中学生のみなさん、高校入試というのは避けられないものです。「いやだなあ」
と何となく思うのではなく、自分を成長させてくれる通過儀礼だと考えて前向きにとら
えましょう。 

 まず、公立高校入試。中学校の成績と入試当日の点数の合計で合否が決まります。中
学校の成績とは、中 1,中 2の通知表の学年の成績(1学期,2学期,3学期と成績がつけられ
た上で通年の成績が決められます)と中 3の内申点(2学期の期末テストが終わった段階で
つけられます)のことです。高校によって異なりますが、多くは中 3の内申点が 3倍され
ます。たとえば、中 1 から中 3 までオール 4 の場合は、36(4×9 科)＋36＋36×3＝180

となり、その180点を換算したもの(高校により異なりますが多くは1.3倍くらいですが、
例えば和光国際なら 1.06倍なので 180×1.06＝190点)が自分の持ち点となります。それ
に入試当日の点数 500点(1科目 100点)が加算されて合否が決まります。オール 3の生徒
(27＋27＋27×3＝135点)が、オール 4以上の内申点を持つ生徒が多く受験する和光国際
などを受けようと思った場合、換算すると 135×1.06＝143点なので、入試を受ける前か
ら 47 点(190－143)のハンディキャップがあるわけです。入試当日、他の受験生より 47

点以上取らなければならないことになり、現実的には合格はほぼ不可能になります。合
格をより確実にするには内申点が必要です。もちろん内申点がよくても入試当日点数が
取れないと合格は出来ません。 

 私立高校の入試はいくつかパターンあります。早慶などの難関私立の一般入試はテス
トの点数だけで決まります。また、推薦入試(単願)は中 3の 1学期または 2学期の成績だ
けで決まる場合もありますが、小論文や適性検査を課す学校もあります。さらに、埼玉
県内の私立は入試相談で北辰テストの偏差値を見て、ある程度合格の可能性を伝えてく
れます。しかし、偏差値が高校の示す基準に達していても通知表に 1 や 2 がある場合、
高校側は難色を示します。 
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 このように、高校入試の場合、入試で得点できる実力が不可欠なのは当然ですが、多
くは学校の成績がよくないと非常に不利になってしまいます。学校の成績は中間・期末
テストの点数だけでなく授業態度や提出物などで決められます。とくに高校入試は真面
目にコツコツやる人が報われるようなしくみになっているのです。（加藤） 

 

◆ 萌学舎平成 25年度卒業式がおこなわれました 

 3 月 21 日、ふれあいプラザで卒業のお祝いをしました。小 6・中 3 卒業生、ご父母が

参加し、先生のかくし芸やクイズを楽しみました。2時間の会のあと記念品とともに先輩

たちは、受験を乗り越えた清々
すがすが

しい笑顔を残して萌学舎を巣立って行きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 加藤国夫 

 『里山資本主義』 藻谷浩介・NHK広島取材班 

 社会科を勉強して日本の現状を知れば知るほど、何だか気分が落ち込んできませんか。

少子高齢化、過疎
か そ

化、産業の空洞
くうどう

化、農林水産業は後継者不足……。でも、この本を読

むと「これからの日本も捨てたものではない、こういう社会になるといいだろうなあ」

と思えてきます。具体的な事例とデータを挙げているので説得力があります。これから

の「豊かさ」とは何かを考えさせてくれる、新書大賞 2014に輝いた話題の本です。 

※ここで紹介された本は萌学舎文庫（自習室の本棚。２週間貸出）にあります。 

 

◆ 行事予定 

❐4/20 小 6首都圏模試    ❐4/27  中 3北辰テスト 

❐4/29~5/6ゴールデンウィーク休講日 ❐5/7,8 5月総合テスト 

❐5/19~24 中間テスト対策週間（通常授業を 1週間ストップし中学ごとに対策授業をします。学

校により期間がずれる場合があります。詳しい日程表は後日配布します。） 

 

  


